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B1昇格を目指し、大きな声で熊本ヴォルターズを応援しよう「Let's go VOLTERS!」

みんなで応援しよう!!

（スポーツ振興課　☎096-328-2724）

ホームゲーム（1月）

日　時 対戦相手

14日（祝）　午後2時

26日（土）　午後5時

27日（日）　午後3時

香川ファイブアローズ

信州ブレイブウォリアーズ

熊本ヴォルターズ

※スポーツ振興課ではチケットの販売はしていません。

場所：熊本県立総合体育館

ぼるたん

　詳しくは、熊本バスケットボール
株式会社（☎096-284-1555）へ。

11月

15日

（観光政策課　☎096-328-2393）

　2019年の国際スポーツ大会開催に向けて、多くの欧米豪

（ヨーロッパ・アメリカ合衆国・オーストラリア）からの観光客

が見込める中、細川家ゆかりの泰勝寺跡を舞台に、欧米豪観

光客向けモニターツアーを行いました。

　当日は市内に住む欧米豪出身の外国人が参加。参加者は

細川 護光さんの解説を聞きながら四つ御廟などを見て回り、

邸宅では茶道体験や花童による優美な踊りを観覧しました。

文化・歴史・自然に関心が高い体験者たちは、一つ一つの解説

に耳を傾け、茶道師範や花童の所作に見入っていました。

　今後は旅行会社の商品開発に生かしてもらうため、今回の

モニターツアーから得られた改善点や課題を整理して情報

提供をしていきます。

熊本の歴史・文化を知ってもらおう！
欧米豪観光客向けモニターツアー

12月

1日

　12月1日にグラ

ンドオープンする

熊本城ホールの１

年前イベントを城

彩苑で開催しまし

た。当日は、デザイ

ナー・プロデュー

サーの山本寛斎さ

んやHKT48の田中

美久さん、くまモンたちをゲストに迎え、トーク

ショーや必由館太鼓による演奏などがあり、多くの

方々に来場していただきました。

　最後は、熊本城と熊本城ホールをつなぐライト

アップエンターテイメントを行い、夜空に光の架け橋

ができると大きな歓声と拍手が沸き起こりました。

※当日お披露目した人気画家の松永健志さんが描

いたカウントダウンパネルは、市庁舎１階ロビーに展

示しています。ぜひご覧ください。

いよいよあと365日 熊本城ホール
開業１年前イベント開催！

12月

2日

　昭和23年に事業

着手した本市の下

水道は、平成30年

で70周年を迎えま

した。同じく市内ゆ

かりの漫画家であ

る吉崎観音さんの

代表作「ケロロ軍

曹」も20周年とい

うことで、ケロロ軍曹マンホールを作成しました。「く

まフェス2018」内での大西市長によるお披露目式に

は、ケロロ軍曹やひごまるも駆けつけてくれました。

ケロロ軍曹マンホールは、当面の間、花畑広場周辺の

歩道と熊本駅新幹線口駅前広場の2か所に設置して

います。ぜひ探してみてください。

熊本市下水道創設70周年！
ケロロ軍曹マンホールお披露目

県内に住む応募時点で4歳～10歳までの方
2月28日までにシアーズホームホームページ

（https://searshome.co.jp/）へ

対　象
申　込

人気モデルやゲスト、さらに豪華アーティストが大集結! 

TGC 熊本 2019

キッズオーディション

　新川優愛さん、中条あやみさんら人気モデルによるファッションショーや、豪華アーティストのスペシャル
ライブなど盛り沢山！チケットは残りわずか。なくなり次第終了となります。出演者の追加情報は、「TGC 熊本 
2019」公式サイトにて随時発表します。

　熊本の子どもたちが輝けるチャンスとなるよう、
夢に満ち溢れるキッズたちを募集します。

池田 美優さん 石川 恋さん 新川 優愛さん 中条 あやみさん Nikiさん 藤井 サチさん

（産業振興課　☎096-328-2950）

場所

日時 4月20日（土） 

午後2時～6時（予定） （開場：正午～）

グランメッセ熊本

もり みつ

11月

20日

（農地整備課　☎096-328-2953）

　（上下水道局経営企画課　☎096-381-4330）

（誘致戦略室　☎096-328-2073）

　世界かんがい施設遺産は、インドに本

部がある「国際かんがい排水委員会」が

認定・登録する制度で、かんがい施設とし

て建設後100年以上を経過し、卓越した

技術により建設されたものなどを対象

にしています。8月13日にカナダで開催

された同委員会において登録され、登録証伝達式が奈良県で行われました。

　白川流域かんがい用水群は、大津町、菊陽町、熊本市にある４つの施設の総称で、市内にある

渡鹿用水（中央区渡鹿）は、江戸時代の初期に約10年かけて建設され、大雨時の白川の水を適

切に流し、雨の少ない時期でも効率的に取水するための「斜め堰」を設置するなど、卓越した技

術で建設されたことが認められ、今回の登録となりました。

　当時の卓越した技術は約４００年の間、本市の農業の発展を支え続けています。

白川流域かんがい用水群が登録！
世界かんがい施設遺産登録伝達式

ご  びょう

ぜきなな

渡鹿堰
と  ろく  ぜき

▲登録証
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